
令和8年3月5日（木）、院内にて防火・防災訓練
を実施いたしました。
病院では、1年に2回以上の消防訓練の実施
が義務付けられています。
今回は6階で火災が発生した想定のもと、初期
対応から避難誘導までの一連の流れを確認し
ました。
当日は25名の職員が参加し、避難誘導役と患
者役にわかれて実践形式で訓練を行いました。
歩行が困難な方の避難方法や安全確保の手順、
防火扉の閉まる様子の確認、非常階段の動線な
どを具体的に検証し、課題の共有も行いました。
歩行困難な方の移動には、災害・非常用階段避
難車を使用し、安全かつ円滑な搬送方法を確認
しました。
その後、水消火器を用いた初期消火訓練も実
施し、火災発生時の基本動作を改めて確認し
ました。
万一の事態に備え、組織としての対応力向上に
継続して取り組んでまいります。

総務課　竹本

当院では月に1～2回行事食を取り入れています。
ご入院中でも、お食事を通して季節や旬を感じていただけるように
工夫を凝らしています。
今回も様々な行事に合わせてお食事を提供いたしました。
患者さまからは、
●季節感があってよかった
●とろとろオムライスが美味しかった
といった声が寄せられ、大変ご好評いただきました。
今後も患者さまに喜んでいただけるよう努めてまいります。

栄養科　竹添

火2026年 ３月３日 雛祭り御膳 金2026年 4月24日 春の洋食プレート

●ちらし寿司　●若竹汁
●菜の花のおろし和え　●菱餅風ババロア 

●オムライス ～デミグラスソース～　●新玉葱と空豆のポタージュ
●春野菜のサラダ生ハムのせ　●苺のロールケーキ
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私は中学生の頃に二度の手術を経験し、現在も左
半身に麻痺があります。
回復期病棟を含め約8か月の入院生活を経験した
ことから、患者さまやご家族の支えとなる仕事に携
わりたいと思うようになりました。
その後、福祉について学び、回復期病院への入職
を志望しました。
これから一つひとつの業務を丁寧に行い、患者さ
まに安心していただけるよう精一杯努めてまいり
ます。よろしくお願いいたします。

クラーク　Tさん入院支援室

原宿を散歩していた際、偶然当院を見かけたこと
が入職のきっかけとなりました。
ご縁に恵まれ、現在は多くの素晴らしい先輩方にご
指導いただきながら、日々学びを深めております。
今後は、患者さまやご家族の気持ちに寄り添い、安
心して退院後の生活を迎えていただけるよう支援で
きる医療ソーシャルワーカーを目指してまいります。
よろしくお願いいたします。

社会福祉士　Kさん退院支援室

当院のSNSで拝見した温かい雰囲気に惹かれ、見
学時には充実した設備や多職種連携の深さに魅力
を感じ、入職を決めました。
各病棟に医療ソーシャルワーカーが配置され、リハ
ビリスタッフも充実しているため、患者さまの細や
かな変化に気づきながら、その方に合った支援を
多職種で検討できる環境だと感じています。
医療ソーシャルワーカーとして患者さまの思いを
大切にしながら、多職種と連携し、その方らしい生
活へつなげられるよう支援してまいります。よろし
くお願いいたします。

社会福祉士　Tさん退院支援室

当院の入退院支援センターでは、この春より3名の職員が仲間に加わ
りました。今回はその入職者をご紹介いたします。

社会福祉士　菊地新入職者紹介
入退院支援センター

1階ラウンジは、入退院時のご説明や各種お打ち合わせ、ご面談など、
多くの方にご利用いただいております。
皆さまに季節を感じていただけるよう、端午の節句に合わせて五月人
形を飾りました。
1階ラウンジで、少しでも心安らぐ時間をお過ごしいただけましたら幸
いです。

コンシェルジュ　山木

五月人形を飾りました


